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第1章  将来都市像 

第６次総合計画の将来都市像を次のように掲げます。 

 

（仮案）  

人・まち・みどり ずっと暮らしたいまち とうごう 

 

＜背景＞ 

○本町は、名古屋市と豊田市の間に位置し、住宅のまちとしての性格が強く、住宅地開発を中心に

人口４万人を超えるまちに発展してきました。今後もセントラル開発に伴う住宅地整備等が進む

ことにより、当面は人口が増え続ける見通しです。しかし、全国的に人口減少が進む中、本町に

おいても将来的には人口減少及び少子高齢化は避けられない問題となっています。 

○人口減少や少子高齢化が進むと、それに伴う経済・産業活動の縮小によって町の税収減や社会保

障費の増加が生じ、財政はますます厳しさを増すことが予測されます。また、地域コミュニティ

の機能低下やまちの活力低下をもたらすことが懸念されます。こうした中で、人口減少を迎える

前の早期に対策を講じておくことが重要であり、町民や行政等が一丸となって、これからのまち

づくりに向けて取り組み、町民一人一人が豊かに暮らせる持続可能なまちを実現していくことが

求められます。 

○本町におけるこれからのまちづくりは、人口減少・少子高齢化の進展への対応を始め、若い世代

が定着するまちづくりや産業の活性化、防災・減災のまちづくり、交通利便性の向上等が課題と

なっています。 

○一方、町民アンケート等で「東郷町の好きなところ」の上位に挙げられる「住みやすさ」と「緑

豊かな自然環境」は本町の強みです。市街地周辺に残された良好な水辺と緑の自然環境は、町民

の誇りになっています。こうした住みやすい住環境と貴重な自然を次代に継承していくことが必

要です。 

 

＜将来都市像の基本的な考え方＞ 

○これからのまちづくりは、本町で生活する人、通学する人、事業を行う人、働く人、活動する人

（東郷町自治基本条例では、これらの人々や団体等を「町民」と定めています。）や本町を訪れる

人等、様々な形でまちに関わる「人」を主体とする取組がますます重要となります。 

○町民と行政が協働で本町が抱える様々なまちづくりの課題を解決し、新たなまちづくりに向けて

取り組むことを目指して、将来都市像の最初に「人」を掲げます。 

○「人」と、セントラル開発の進展等に伴い新たに形成されていく「まち」、そして、本町の強みで

ある「みどり」が共生・調和するまちづくりを進めることにより、町民が「ずっと暮らしたい」

と思えるまち、町外の方が「東郷町で暮らしてみたい」と思えるまちの実現を目指します。 

○将来都市像に掲げる「みどり」と「暮らしやすい（ずっと暮らしたい）」というキーワードは、第

６次総合計画策定に向けての町民アンケート等において「今後目指したいまちの姿」として多く

寄せられた言葉であり、多くの町民が望んでいる 10年後のまちの姿をあらわしています。  
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＜将来都市像が目指す姿＞ ※仮案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このようなまちを町民と行政が協働してつくっていきます 

 

  

10 年後の姿 

・セントラル開発を契機として、魅

力が高まるまち 

・利便性が高いまち 

・地域の産業が元気なまち 

・働く場が充実するまち 

・若い世代が定着し、活躍してい

るまち 

10 年後の姿 

・町民が主役で、交流の盛んなまち 

・生涯にわたって、みんなが豊かに

暮らしているまち 

・安心できるまち 

・快適に働けるまち、活動できる

まち 

・訪れて良かったと思えるまち 

「人」 「まち」 

人・まち・みどりが共生・調和することにより 

ずっと暮らしたいまちを実現 

人・まち・みどりの輝きが増すことにより 

まち全体の魅力が高まり、多くの人々をひきつける 

 

 

10 年後の姿 

・里山や田園等の貴重な緑を守

り生かすまち 

・公園・緑地等が充実するまち 

・緑との調和を大切にするまち 

・緑化の推進にみんなで取り組む

まち 

 

「みどり」 
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第2章  基本目標 

将来都市像を実現するための基本目標を次のとおり掲げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

人・まち・みどり ずっと暮らしたいまち とうごう

基本目標本町のまちづくりの課題

将来都市像（仮案）

■高齢化の進展への対応

■町民の豊かな暮らしの実現

■若い世代の定住促進

（教育・子育て支援の充実）

■防災・減災のまちづくり

■自然環境の保全・活用

■公共交通の利便性の向上

■地域産業の活性化

■働く場の充実

■地域交流の活性化

１

２

３

４

５

６

だれもが元気に暮らせるまち
【健康・医療・福祉】

子どもがのびのび育つまち
【子育て・教育・文化】

安全・安心で、自然と共生するまち
【安全・安心、自然・生活環境】

快適に暮らせるまち
【交通環境・住環境・生活基盤】

産業と交流が盛んなまち
【産業・雇用・交流】

みんなでつくるまち
【参画・協働】
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基本目標１：だれもが元気に暮らせるまち 【健康・医療・福祉】 

 

 

 

 

 

基本目標２：子どもがのびのび育つまち 【子育て・教育・文化】 

 

 

 

 

 

基本目標３：安全・安心で、自然と共生するまち 【安全・安心、自然・生活環境】 

 

 

 

 

 

基本目標４：快適に暮らせるまち 【交通環境・住環境・生活基盤】 

 

 

 

 

 

基本目標５：産業と交流が盛んなまち 【産業・雇用・交流】 

 

 

 

 

 

基本目標６：みんなでつくるまち 【参画・協働】 

 

 

 

 

○豊かな暮らしの実現に向けて、地域で助け合えるまちをつくります。 

○生涯を通じた健康づくりにだれもが取り組めるまちをつくります。 

○高齢者や障がいのある方がいきいきと暮らせるまちをつくります。 

○子どもたちが健やかに成長できるまちをつくります。 

○地域で子育てを支え、安心して、楽しく子育てができるまちをつくります。 

○多様な文化を尊重し合えるまちをつくります。 

○災害に強く、犯罪や交通事故が少ない安全・安心なまちをつくります。 

○緑豊かな自然を守り生かし、田園や水辺に親しめるまちをつくります。 

○一人一人の取組によって、環境にやさしく、美しいまちをつくります。 

○公共交通や道路の利便性を高め、だれもが外出しやすいまちをつくります。 

○魅力的な中心核を形成し、多くの人でにぎわうまちをつくります。 

○より快適な住環境を整え、ずっと暮らしたいまちをつくります。 

○農業や商工業が活性化し、持続可能な産業が営まれるまちをつくります。 

○既存店舗と大型商業施設との連携が図られ、にぎわいのあるまちをつくります。 

○働く場が充実し、働きやすい環境が整ったまちをつくります。 

○町民と来訪者の交流や若い世代の定住を促進し、活気のあるまちをつくります。 

○町民の参画と協働によりまちづくりを進めます。 

○町民が活躍できるまちづくりを進めます。 

○大学や事業者、周辺自治体等、多様な組織との連携によりまちづくりを進めます。 

○健全で効率的な行財政運営を進めます。 
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第3章  将来人口の見通し 

本町の将来人口は、令和 12 年（2030年）に約 45,700人と想定します。 

 

 

将来の人口の見通し 
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0-14歳人口割合 15-64歳人口割合 65歳以上人口割合

（人） （％）
将来推計実績値

〔昭和 45年～平成 27年〕資料：総務省「国勢調査」 

〔令和２年～令和 12年〕 資料：国立社会保障・人口問題研究所推計を準拠し作成 

 

※年齢３区分別人口割合は年齢不詳者を除いて算出しています。 
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第4章  将来の都市構造 

将来都市像を実現するための都市づくりの課題と方向性、将来都市構想図を次のとおり示します。 

 

＜都市づくりの課題＞ 

○持続可能なまちづくりの推進 

・全国的に人口減少が進行する中、これまで一貫して増加傾向にあった東郷町の人口も、将来的

には減少に転じることが予測されており、人口減少に伴う市街地密度の低下、地域の活力低下

が課題となります。 

・人口減少に伴う税収減や高齢化に伴う扶助費の増加に加えて、老朽化したインフラの維持管理・

更新費等により、町財政への負担が増大するおそれがあります。 

⇒都市拠点の形成等により、まちの魅力・活力を向上させ、将来にわたって持続可能なまちづく

りを推進する必要があります。 

 

○日常生活の利便性確保（コンパクトな都市構造への転換） 

・東郷町の市街地は分散して形成されており、公共交通サービスや生活利便施設の充実や効率的

な提供が課題となります。 

・今後、自動車を運転できない高齢者が増加することで、自立した生活を送ることが困難となる

人が増えるおそれがあります。 

⇒それぞれの市街地特性を踏まえた、コンパクトな都市構造への転換を図り、町内外のネットワー

クが充実した、過度に自動車に依存しない暮らしやすいまちづくりを推進する必要があります。 

 

○良好な居住環境の維持・さらなる向上 

・若い世代等の多世代から選ばれるまちとなるため、健康・福祉・子育て等の機能が充実した誰

もが暮らしやすいまちづくり、多様化する暮らし方・働き方に対応可能な居住環境の創出が求

められます。 

・道路・公園等の都市基盤が充実した市街地や、ゆとりある集落環境、水や緑に代表される豊か

な自然環境といった、東郷町独自の良好な居住環境を維持していく必要があります。 

⇒集落地を含めた良好な居住環境の維持・形成を図るとともに、多様な世代に選ばれる暮らしや

すいまちづくり、自然・田園環境の保全・活用等環境に優しいまちづくりに取り組む必要があ

ります。 

 

○安全・安心なまちづくりの推進 

・バリアフリー対策や交通安全への配慮等、人にやさしく安心に暮らせるまちづくりが求められ

ます。 

・全国的に大規模災害の発生が相次いでおり、災害の少ない東郷町においても、地震や水害等の

災害に対する安全性の確保が求められます。 

⇒人にやさしいまちづくりや、災害に強いまちづくりの取組により、東郷町に住みたい・住み続

けたいと思えるような安全・安心なまちの実現を目指す必要があります。  
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＜都市づくりの方向性＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜将来都市構想図＞ 

 

 

  

○持続可能なまちづくりの推進 

●東郷セントラル地区を中心とした都市拠点の形成により、交流人口の増加を図る 

●産業拠点の形成により、将来にわたって持続可能なまちづくりを推進する 

○日常生活の利便性確保（コンパクトな都市構造への転換） 

●都市拠点や地域生活拠点を中心に、コンパクトな都市構造の形成を図る 

●公共交通や道路ネットワークが充実した、過度に自動車に依存しない暮らしやすいまちづく

りを推進する 

○良好な居住環境の維持・さらなる向上 

●多様で良好な居住環境の維持・形成を図る 

●若者・子育て世代・高齢者等、多様な人や多世代が交流するまちづくりを推進する 

●自然・田園環境の保全・活用等環境に優しいまちづくりを推進する 

○安全・安心なまちづくりの推進 

●災害に強いまちづくりに取り組み、東郷町に住みたい・住み続けたいと思えるような安全な

まちづくりを推進する 

●バリアフリー化や交通安全対策、防犯対策により、安心して暮らせるまちづくりを推進する 

※都市マスタープランを引用 
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第5章  基本構想の推進に向けて 

将来都市像「（仮案）人・まち・みどり ずっと暮らしたいまち とうごう」の実現に向けた取

組を着実に推進するための方針を示します。 

 

１ 町民と行政の協働によるまちづくりの推進 

 まちづくりは、行政だけで実現できるものではなく、町民を始め、本町を訪れる人等、様々な主

体が連携して進めることが必要です。 

 町民と行政がそれぞれの役割と責任を認識して、町民参画を積極的に進め、協働してまちづくり

に取り組んでいきます。そのために、町民にわかりやすい情報の提供や相談の実施等、町民の活動

を支援します。 

２ ＳＤＧｓの理念に沿った取組の推進 

国は、持続可能なまちづくりや地域活性化に向けた取組を推進するに当たっては、持続可能な開

発目標（ＳＤＧｓ）の理念に沿って進めることにより、政策全体の最適化や地域課題解決の加速化と

いう相乗効果が期待でき、地方創生の取組の一層の推進につなげることができるとしています。 

本町においても、ＳＤＧｓの要素を総合計画の各施策に反映し、取り組みます。 

３ 最先端技術の活用 

近年、人工知能（ＡＩ）やＩｏＴ等の最先端技術をあらゆる産業や社会に取り入れることにより、

自動化による人手不足の解消や地理的・時間的制約の克服等、様々な課題を解決する Society5.0の

実現に向けた取組が進められています。 

最先端技術を活用し、町民の生活利便性や満足度を高め、持続可能なまちの形成と地域の魅力向

上に努めます。また、行政運営においても、最先端技術を活用することにより、業務の省力化等に

取り組みます。 

４ 時代の変化に対応するまちづくりの推進 

新型コロナウイルス感染症の拡大は、人々の生命や生活、地域経済に甚大な影響を与え、私たち

の働き方や暮らし方等も大きく変化しました。 

町民が安心して暮らせるまちを実現するため、新型コロナウイルス感染症の危機を契機として

顕在化した様々な地域の課題や、今後起こりうる時代の変化に的確に対応するまちづくりを進め

ます。 

５ 広域行政の推進 

人・モノ・情報の動きが活発化し、生活圏や交流圏が拡大する中、より効率的に行政サービスを

提供していくためには、周辺自治体と連携し、圏域全体で取り組んでいくことが必要です。 

本町においても、様々なニーズへの対応や活力ある地域の形成のため、近隣市と連携することに

より、より質の高い行政サービスの提供に努めます。  
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６ 効率的で効果的な行政経営 

 本町が目指す基本的な方向を明らかにし、その達成水準を示すため、基本計画において目標指標

及び目標値を設定します。 

 事業の実施においては、財政見通しを踏まえ、行政評価等を活用し、基本目標の達成に向けて有

効な事業を選択して実施するとともに、プロセスや方法についても改善や改革を進め、町民の満足

度が向上するよう「成果」に重点を置いた持続可能な行政経営に努めます。 

  

 

 

 

 

 



 

別紙：将来都市像（案） 

第４回審議会意見を踏まえて、東郷町総合計画策定委員会専門部会基本構想検討部会で最終的に検

討した結果、仮案のままとする意向が強く、仮案を案１、その他案として検討したものを案２とした。 

 

【第４回審議会における将来都市像に関連する意見】 

・仮案は、アンケート結果等から導いた諸課題が加味され、端的に表現されたとても良い案です

が、「まち」が２回続く点が気になります。「人・地域・みどり ずっと暮らしたいまち とう

ごう」はどうでしょうか。「まち」よりも狭い範疇での取組によって、持続可能なまちやより良

いまちが実現していくと思います。 

・仮案は、「人・まち・みどり」が何を意味するのかが曖昧で、抽象的になっています。 

・仮案の最初の「まち」を「地域」と漢字で書くと固くなってしまうため、地域のことを「まち」

と表現していると思います。「ずっと暮らしたい」には意思が入っているように感じられるの

で、これは良いと思います。多少抽象的でも、読む人がいろいろな解釈ができることもスロー

ガンとしてはふさわしいのではないでしょうか。 

・「ずっと」という単語はシンプルで、どの年齢層にも分かりやすく、インパクトがあります。基

本目標を踏まえると、全てを包含するのは上記の案１だと思います。 

≪意見のまとめ≫ 

◎仮案は評価されていますが、「まち」が２回出てくるところを改良する必要があります。「まち」

は、共に暮らすとか、一緒にというニュアンスがあり、それを満たせるのが下記の案１で、こ

れも候補になってきます。「みどり」というキーワードは残した方がよいと思います。仮案と案

１、加えて「人・みどり」に絞るという案２を中心にして、響きがよく、流れのよいフレーズ

を事務局で再度検討願います。 

【第４回審議会の意見まとめ】 

仮案 人・まち・みどり ずっと暮らしたいまち とうごう 

案１ みんなの笑顔が輝く 自然と調和した ずっと暮らしたいまち とうごう 

案２ 人・みどり ずっと暮らしたいまち とうごう 

 

 

【基本構想専門部会の意見まとめ】 

案１ 人・まち・みどり ずっと暮らしたいまち とうごう 

案２ 人・まち・みどり ずっと暮らしたい笑顔都市 とうごう 

【基本構想専門部会の主な意見】 

・「人・まち・みどり」はセットで考えたい。 

・セントラル開発で盛り上がってきているので、「まち」は前段に入れたい。 

・前半と後半の２つの「まち」は意味合いが違う。 

・冒頭の「人・まち・みどり ずっと暮らしたい」は変えない方針としたい。 

・専門部会としては当初案（案１）を将来都市像として設定したい。 

・２案目は、「ずっと暮らしたい○○ とうごう」や「ずっと暮らしたい ○○のとうごう」 、

「ずっと暮らしたい○○都市 とうごう」等の案を複数検討したが、その中で多くの部会員が

賛同した上記案２を代案としたい。 

 

別 紙 


